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有井工業（相模原市緑区下九沢、☎
042・773・0081）が新エネルギー分野
で受注を伸ばしている。産業機器・プラ
ントの設計から組み立てまで担当し、機

器据え付けのための建設業免許も保
有する対応力が評価されている。需要
拡大に対応するため、人員の新規採用
を進める。
1981年創業。「総合製造技術会
社」を掲げ半導体製造装置など先端
的な産業機器・プラントを設計・製作し
ている。社員数は11人。全体設計のほ
か、電気や機械の専門家をそろえ、電
気設計技術を生かした制御盤の設計・

製作を中心に、顧客の要望により機械
設計を合わせた装置全体の設計や設
置工事まで担当する。
新エネルギー分野では、水素の発生
装置や電気自動車の充電インフラ関連
の業務を受注した。いずれも総合的な
設計力や、現場での施工まで可能な対
応力が評価された。
すでに手掛けている半導体製造装
置関連や、全国各地のプラントの搬送
装置関連などの業務と合わせ、フル稼
働状態となっている。
顧客数はこの10年で200社まで拡
大しており、今後の事業拡大に向け人
員の新規採用を拡大する考え。

社員数10人の町工場。近くには大手
自動車や部品メーカー、大手電機メー
カーなどの拠点があり、同社はこれらの
拠点で使われる部品の加工を行ってい
る。
鉄・ステンレス・アルミ・チタンを扱い、
板厚0.1～25ミリメートルに対応。主な製品は
分電盤・配電盤の筐体や電力設備関連
部品となっている。
板金・レーザー加工事業に特化。「多

角化はもってのほかです。少人数で専
門で取り組んでいるからこそ強みを発揮
し、会社も継続できるのです」（高橋社
長）ときっぱり。社長就任以降、東日本
大震災やリーマンショック、そしてコロナ

禍を経験。その教訓から「無理な拡大は
しない。体力を消耗する価格競争にも
参戦しない」と決めた。そして同社のよ
うに首都圏に立地する工場にとっては、
“特急対応”こそ大きな差別化につなが
るとしている。「超特急案件であれば、
価格競争もありません。『すぐやる』が
基本です」。

小さな部品であれば、午前中の注文
に対しては即日完成させる。大きな製品
でも1週間程度で仕上げるという。「地
方の協力工場で安く作るよりも、輸送費
の上昇を考慮すると、これからは首都圏
にある工場への仕事が増えるとみてい
ます」と高橋社長。今後の地域製造業
の活性化にも期待を寄せる。

板金・レーザー加工の栄高工業（横浜市鶴見区駒岡、☎045・572・9300）は、
「速攻生産」による超短納期で差別化している。部品によっては、注文を受けてか
ら最短で即日出荷を日常的にこなし、地方の協力業者に出す時間的余裕がない取
引先からの超特急案件に対応する。「当社は大手製造業の工場や研究部門が多数
ある横浜に立地しています。その強みを生かせるのは短納期対応です」（高橋義彦
社長）と話している。

栄高工業、立地の強み最大限発揮
「速攻生産」で選ばれる存在に

有井工業、総合的な対応力で顧客評価

新エネ分野で受注拡大

関東精密（横浜市都筑区池辺町、
☎045・534・5427）は、機械加工事
業を強化する。「切削」で最大の差別
化をしていくため、新型の同時5軸加
工機を来年度中に導入する。これによ
り、合計4台の5軸加工機を持つこと
になり、短納期で複雑形状部品を加工
してほしい企業からの要望に応えてい
く。
鉄やアルミ、ステンレスから樹脂、エ

ンジニアリングプラスチックまで、幅
広い素材の切削加工を手掛ける。軽
量で熱膨張しやすいアルミの加工で
は、複雑な形状でも100分の1ミリ㍍台

の精度を誇る。「切削を強みにしたい」
（杉田勇社長）としており、その一環と
して、同時5軸加工機を拡充する。
5軸加工は、通常の3軸加工に比べ

て段取り時間が削減され、リードタイム
が劇的に短縮するとされる。すでに同
社は「割り出し5軸」2台と「同時5軸」
を１台保有している。
また、杉田社長は「日本の精密部
品は海外からの評価が高く、当社にも
米国企業からの依頼があります」と説
明。今後はホームページを多言語対応
にするなどして、海外企業からの案件
獲得も狙っていく。

新型５軸加工機導入へ
関東精密、「切削」を最大の強みに
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ポストコロナ時代

いまどきのご葬儀として、時代やコロナ
禍を経て変化しつつある、ご葬儀の在り
方をお伝えしています。今回は、アフター
コロナでのご葬儀についてお話しいたし
ます。
5月に新型コロナウイルスが5類感染

症に移行し、インフルエンザ
と同じ扱いになりました。
病院でも少しずつ警戒態
勢が緩和され、広く外来
患者が受け入れられるよう

になり、マスクを外し、以前のように人が
集まる機会が増えました。
ご葬儀も、コロナ禍はごく内輪の家族
葬が多く、会葬者に振る舞う食事なども、
代御膳(だいごぜん)として、持ち帰りのお
弁当を用意することが多かったのですが、

これもアフターコロナで少しずつ、本来の
通夜振る舞いの形へ戻りつつあります。
しかし、すべてが以前に戻ったかという
と、決してそうでもありません。この3年
間で、家族葬は加速し、みなさんの意識
に定着したことで、ご葬儀に対するイメー
ジも変わりつつあります。
ひと昔前は、ご葬儀は「亡くなった人の
ため」と捉えることが多かったですが、今
では「残された家族のためにも」と考える
傾向が見受けられます。自分たちらしい

お見送りをするため、宗教やしきたりにと
らわれない、多様性を大切にする葬儀が
増えています。
例えば、キリスト教ではなくても献花を

したい。お墓もなく宗教と関係がないか
ら音楽葬やお別れ会にしようなど、時代と
ともに見送る家族の考え方も変わり、自由
な発想でご葬儀をあげる方もいます。ま
た、訃報を受けた側も家族の意向に配慮
して、柔軟な対応をされていると感じま
す。

これまで計４回にわたり、新型コロナ禍
前・後でのご葬儀についてお伝えしてまい
りましたが、いかがでしたでしょうか。　
今年も１年お付き合いいただきありがと

うございました。来年も引き続き、今さら
聞けないしきたりや、知っておきたいマナ
ーなど、冠婚葬祭に関する基本的な情報
をお伝えしてまいります。
素敵な振る舞いができる大人になれる

よう、どうぞお役立てください。
� （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

～いまどきのご葬儀④～～いまどきのご葬儀④～




